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取組のポイント（３つの視点）

6. 取組概要（100字以内） ※１次選考にて、投票ページに掲載します

地域の課題解決とSDGs活動を希望する企業を繋ぐ、新しい価値「SDGsワーケーションプログ
ラム」を創出・運営。活動報告レポートで企業のSDGsへの貢献を「⾒える化」し、参加者の満
⾜度と意欲向上の仕組みも同時に構築した。

画像（会員投票の際のサムネイル）

1. 団体名 株式会社プリンスホテル 2. 連携先
の団体 ◎⻑野県⼩諸市

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（表⾯）整理番号︓A_7

モデル性・波及性

SDGs貢献のハードルが低い
企業はこのプログラムに参加するだけでSDGs活動に貢献でき、
SDGs活動報告レポ―トによって活動の⾒える化も可能。また宿
泊付帯のため研修やチームビルディングの⼀環として取り⼊れやす
い。

3. 取組
⽬的

SDGsワーケーションを通じて⼈⼿不⾜の地域産業に労働⼒を提供することで、「地域」
「企業」「働き⼿」の三⽅よしの関係を構築し、関係⼈⼝を増やしながら地域創⽣の⼀助
となる。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 2021年4⽉ 取組の

カテゴリー 地域活性化

SDGsワーケーションで新たに切り開く地域創⽣

地⽅創⽣SDGsの視点

地域・企業・働き⼿が三⽅よしの関係に
・地域︓労働⼒不⾜の解消、地域と企業の交流促進
・企業︓ワーケーションを通じたSDGs活動の実現

従業員のSDGsへの理解、参加意識の向上
・働き⼿︓リフレッシュ、ワークライフバランスの向上

ステークホルダーとの連携

⼩諸市・⼩諸市の農家との信頼関係を築き、連携体制を作ること
で、活動報告レポート（兼、市からの感謝状）を作っていただく等、
プログラムの付加価値を⽣みだすことができた。農家でのボランティ
ア作業に取材が⼊り、地域・農家のメディア露出にも繋がった。
地域の問題を、企業とその働き⼿を巻き込んで解決していくことによ
り、地域と関わる関係⼈⼝を増やすことにもつながり始めている。

5. 取組経緯

地域との共⽣、お世話になっている地域への恩返しの⽅法を模索する中、社会貢献活動におけ
る先駆的な取組をしている株式会社セールスフォース・ドットコム様に協⼒を頂き、「SDGs活動を
⽬的としたワーケーション」という新たな価値を創造した。
本取組に⾄るまで、地⽅創⽣官⺠連携プラットフォームの⽀援を受けながら、⼩諸市とのマッ
チングを実現。⾃社に関わる企業や⾃社グループの社員が⼩諸市の⼈⼿不⾜に悩む地域産業
へボランティアを⾏う実証実験を実施し、その結果を受け「SDGsワーケーションプログラム」として
幅広い⼈が参加できる仕組みを作った。



7.取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の⽅向性等）

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（裏⾯）

地域

【労働⼒不⾜の解消】
企業からのボランティアを受け⼊れ、SDGs活動レ
ポートを出すことで、繁忙期の労働⼒の確保をコス
トをかけずに⾏うことが可能。

【地域と企業間の“知”の交流促進】
SDGs活動を通じて、⼩諸市をはじめとした地域の
⽅々と参加企業の皆さまの交流が⽣まれ、地域お
よび個⼈の新たな可能性の発⾒にもつながる。

働き⼿

【リフレッシュ、ワークライフバランスの向上】
SDGs活動に参加することにより、リフレッシュ効果
や、ワーケーションを通じた休暇の充実につなげてい
ただくことが可能。

【チームビルディング】
テレワークの普及等で社内コミュニケーションの希薄
化が指摘されるなか、共同作業を通じてチームの⼀
体感や仲間意識の醸成の効果が期待できる。

企業

【ワーケーションを通じたSDGs活動の実現】
活動レポートをお渡しすることにより、作業の結果を
⾒える化し、企業のSDGs活動の成果としてお持ち
帰りいただける

【従業員のSDGsへの理解、参加意識の向上】
実際に⼿を動かして活動することで、環境保護や
地域貢献への個々の意識が⾼まり、会社全体での
SDGsの意識向上につながる。

プリンスホテル

常にお世話になっている地域への恩返しができるとともに、⼀歩踏み込んで地域との繋がりを創るためのお⼿伝いができる。

実際のボランティアの様⼦ SDGs貢献レポート

【取組詳細】

【得られる成果】

【⼩諸市農林課⻑ 佐藤⼯さまからのコメント】
「⼈⼿不⾜等課題を抱える地域産業にボランティアでサポートをいただいた。
地域の「思い」に⽿を傾けていただき、産業の持続的な発展のみならず地
域の魅⼒の復興につながる理想的な取組みとなり感謝しています。」

・ ⼀般の法⼈に対してプログラムの販売を進め、関係⼈⼝を増やす。
・ 継続的なボランティア活動。
・ プリンスホテルが位置する他地域への展開。

【今後の取り組みの⽅向性】

「三⽅よし」をサポートするSDGsワーケーション

地域
労働⼒不⾜の解消
“知”の交流促進

企業
SDGs活動の実現
従業員のSDGs理解

働き⼿
ワークライフバランス向上
チームビルディング


